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火打山麓振興株式会社 

 

索 道 安 全 報 告 書 
 

令和 ７ 年版 

 

 

 

 

 

シャルマン火打 第１クワッドリフト 

シャルマン火打 第２ペアリフト 

シャルマン火打 第３ペアリフト 
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１ 利用者の皆様へ 

 

当社の索道事業に対して、日頃のご利用とご理解、誠に有難うございます。 

当社は、経営理念の第一に安全の確保を掲げ、法令尊守とともに安全輸送に努めております。 

本報告書は、鉄道事業法に基づき、輸送の安全確保のための取り組みや安全の実態について、

自ら振り返るとともに広くご理解いただくために公表するものです。 

皆様からの声を輸送の安全に役立てたく、積極的なご意見を頂戴できれば幸いです。 

 火打山麓振興（株） 代表取締役社長 木下 耕造 

 

２ 基本方針と安全目標 

 

（1） 基本方針 

当社の経営理念の第一は、安全の確保です。｢安全基本方針｣を次のように掲げ、社長以下 

従事員に周知・徹底しております。 

①一致団結して輸送の安全の確保に努める。 

②輸送の安全に関する法令及び関連する規程をよく理解するとともに、これを遵守し、厳正、

忠実に職務を遂行する。 

③常に輸送の安全に関する状況を理解するように努める。 

④職務の実施にあたり、推測に頼らず確認の励行に努め、疑義ある時は最も安全と思われる取

扱に努める。 

⑤事故・災害等が発生した時は、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適切な処置を行

う。 

⑥情報は漏れの無いよう迅速に伝える。 

⑦常に問題意識を持ち、必要な変革に取り組むよう努める。 

 

（２）安全目標 

   令和８年 索道輸送安全目標（令和８年～１０年）は次表のとおりです。なお令和７年も

設備不具合による事故及び人身障害事故はありませんでした。引き続き、目標達成に向け

て取り組む所存です。 

 

区分 項  目 内  容 

定量的

な目標 

設備不具合による事故 乗客の負傷及び死亡を伴う事故を発生させない。 

人身障害事故 ３年間の発生件数を 0 件とする。 
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３ 事故等の発生状況とその再発防止措置 

 

（１） 索道運転事故（索道人身事故） 

令和７年 索道運転事故（索道運転事故）の報告はありませんでした。 

（２） 災害（地震や暴風雨、豪雪など） 

令和７年 災害による運行停止はありませんでした。 

尚、安全確保の為強風時運行を停止した日がありました。 

（３） インシデント（事故の兆候） 

令和７年 国土交通省へのインシデント報告はありませんでした。 

（４） 行政指導 

令和７年 国土交通省からの行政指導はありませんでした。 

 

 

４ 輸送の安全確保の為の取り組み 

 

（１） 人材教育 

   当社では、輸送や皆様の安全に役立つよう、施設及び取扱についての安全教育を実施し

ています。 

冬季従業員新人研修会研修状況 

 令和７年度 安全目標 

「初心に戻り安全意識を高め索道事故ゼロ・労働災害事故ゼロ」を全員で指差し呼称し安

全意識の向上を図りました。 
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（２）緊急時対応訓練 

 今シーズンも営業開始前に職員・消防署にて合同救助訓練を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

リフト係員、パトロール隊、圧雪隊で雪中レスキュー訓練を実施しました。 
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（３）安全の為の支出と投資 

安全維持の向上の為、毎年計画的な施設の維持管理及び修繕を行っています。 

・支柱受索装置（クワッド・第２ペアリフト支柱受索装置オーバーホール等） 
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・クワッドリフト握索装置オーバーホール 
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・第二第三リフト握索装置オーバーホール 
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・クワッドリフト搬器押送装置オーバーホール 
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５ 当社の安全管理体制 

 社長をトップとする安全管理組織を構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

 

スキー場管理責任者 

安全統括管理者 

代表取締役社長 

  

索 道 技 術管 理 者  

業 務 一 課（ 課 長・ 係 長 ）  

  

索 道 安 全巡 視 員  

 

 
索道技術管理員 

 

  

   

運転係  改札係  乗客係  監視係 

 

 

 

 

 

スキー場管理責任者 

安全統括管理者 

代表取締役社長 

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

索道技術管理者 

業務一課課長・係長 

安全統括管理者及び事業場の指揮の下、索道運行の管理、索道施設の

保守の管理その他の技術上の事項に関する業務を統括管理する。 

索道安全巡視員 索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務を補助する。 

索道技術管理員 索道技術管理者の指揮の下、索道技術管理者の行う業務を補助する。 
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６ 利用者の皆様との連携とお願い 

 （１）「お客様の声を形にします」 

より安全な索道をつくる為皆様からお寄せいただいた声を役立てます。 

 （２）皆様へのお願い（告知） 

  ①当スキー場では、皆様の安全を守る為に最善の努力を尽くしています。 

    皆様は次の事柄をよく理解の上、別に定められた｢スキー場の行動規則｣を守って事故

のないようにして下さい。 

    スノーボーダーは｢スキー｣を｢スノーボード｣と読みかえて下さい。 

  ②スキー場は様々な危険が潜んでいる場所、その事をよく認識し皆様から危険回避行動を

取って貰う必要が有ります。 

    スキー場に一歩踏み込んだ時点から「自己責任」の下で安全な行動をして下さい。 

  

１．スキーには次のような特有の危険があることをご承知の上、これをご自分の注意により避け

るようにしてください。 

①雪・風・霧など、天候による危険 

②がけ・凹凸など、地形による危険 

③アイスバーン・雪崩など、雪の状態による危険 

④岩石・立木など、自然の障害物による危険 

⑤リフト施設・建物・雪上車両など、人口の障害物による危険 

⑥他のスキーヤーとの接触による危険 

⑦自らの失敗による危険 

２．スキー場管理区域の外に出ないでください。管理区域内でもコースに指定されていない所に

は入らないで下さい。  

３．保護者の目の届かない所でのお子様の単独行動は、お止め下さい。 

４．当スキー場では、この告知及びスキー場の行動規則の無視・軽視による事故等には責任を負

いかねます。又自然の景観を損ねないよう立ち木にはマットを巻いておりません。スピード

に十分注意してお滑り下さい。 

以上の事柄を承認できない方は、当スキー場でのスキーをお断りします。 

 

スキー場の行動規則 

１．他人を傷つけたり、おびやかしたりしてはならない。 

２．地形・天候・雪質・技能・体調・混雑等の状況に合わせてスピードをコントロールし、いつ

でも危険を避ける為に止まれるよう、滑り方を選ばなければならない。 

３．前にいる人の滑走を妨害してはならない。 

４．追い越すときは、その人との間隔を十分に開けなければならない。 

５．滑り出すとき、合流するとき、斜面を横切るときは、上をよく見て安全を確かめなければな

らない。 
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６．コースの中で座り込んではならない。転んだときはすばやくコースを開けなければならな

い。 

７．登るとき、歩くとき、止まるときは、コースの端を利用しなければならない。 

８．スキーやスノーボードには、流れ止めをつけなければならない。 

９．掲示・標識・場内放送等の注意を守り、スキーパトロール・スキー場係員の指示に従わなけ

ればならない。 

10．事故に出会ったときは救助活動と通報に協力し、当事者・目撃者を問わず身元を明らかにし

なければならない。 

 

財団法人日本鋼索交通協会  

財団法人全日本スキー連盟  

社団法人日本職業スキー教師協会 

全国スキー安全対策協議会  

日 本 ス ノ ー ボ ー ド 協 会  

 

（３）リフト乗車時の注意事項 

 ① 乗り方に慣れない又は不安のあるお客様は、係員にそのことを申し出てください。 

 ② 空き缶・煙草の吸殻・その他の物品を、乗っているリフトから投げ捨てないで下さい。 

 ③ 搬器からの飛降り、搬器を揺らさないで下さい。 

 ④ 衣服・携帯品・髪の毛などが、施設に巻き付かない様に注意して下さい。 

⑤ 改札後は係員の指示に従ってください。 

 

 

 

 

７ ご連絡先 

 

安全報告書へのご感想、当社の安全への取り組みに対するご意見をお寄せ下さい。 

 

 

〒９４９－１３２２ 

 新潟県糸魚川市西飛山１８２１ 

  火打山麓振興（株） 

ＴＥＬ：０２５－５６８－２２４４  ＦＡＸ：０２５－５６８－２２４５ 

Ｅ-mail    contact@charmant-hiuchi.jp 

携帯サイト  http://charmant-hiuchi.jp/ 
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